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研究成果の概要（和文）：本研究は、信号なし横断歩道において、運転者に一時停止を促すための立体路面文字
標示の有効性の検証を行った。可読距離の実測実験では、現行標示よりも立体路面文字標示の方が可読距離は短
いことを確認した。立体路面文字標示の出現タイミングでは、設置数は数に比例して停止意欲の評価が高まり、
設置位置はダイヤマークとダイヤマークの間の評価が高く、カラー舗装は面積が広いほど評価が高かった。立体
路面文字標示の有無における運転者の注視挙動では、歩行者への注視を高めるためには、立体路面文字標示は横
断歩道から離して設置するのが望ましいことが分かった。実物による評価実験では、止まる意欲が高まることを
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to verify the effectiveness of three-dimensional 
road surface letter markings for reminding drivers to pause at unsignalized crosswalks. In an 
experiment to measure the readable distance, it was confirmed that the readable distance was shorter
 with the three-dimensional letter markings than with the current markings. In terms of the timing 
of appearance, it was found that the number of markers increased the evaluation of willingness to 
stop in proportion to the number of installations, the location of installations between diamond 
marks was highly evaluated, and the larger the area of colored pavement, the higher the evaluation. 
In terms of driver gazing behavior, it was found that it is desirable to install the 
three-dimensional road surface letter markings away from the pedestrian crossing in order to 
increase the driver's gazing at pedestrians. An evaluation experiment using actual objects revealed 
that they increase the willingness to stop.

研究分野：交通安全
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢化社会の到来にともない高齢運転者の交通事故が増加しており、その防止対策が喫緊の課題となってい
る。本研究では信号なし横断歩道に歩行者が待機する状況において、運転者に一時停止を促すための立体路面文
字標示の設置についてドライビングシミュレータを用いた実験を行った。高齢者を被験者とした実験の結果、コ
ストを考慮した効果的な設置位置としてダイヤマークとダイヤマークの間に、「歩行者優先」の文字範囲にカラ
ー舗装を施した路面立体標示が優れることを明らかにした。また、実測実験により立体標示を含めた文字標示の
可読距離を明らかにしたことで、路面文字標示の具体的な設置位置の指標になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
超高齢化社会の到来にともない高齢運転者の交通事故が増加しており、その防止対策が喫緊

の課題となっている。事故の多くは、正面衝突や出会い頭衝突、横断中の人対車両事故であり、
安全不確認によるものが半数を占めている。自動運転や音声警告など運転支援システムが有効
であるが、技術の開発と普及にはまだ時間がかかる。そのため、注意看板や路面標示などの視覚
に訴える対策が欠かせないものになっている。筆者は、錯視効果を用いた立体路面標示の開発や
高齢者の視認特性の研究を進めてきた。その知見から、認知機能の低下している高齢者に対して
前方の安全確認を促すには、進行方向の路面に文字メッセージを直接表示し、さらに読みやすく
なる立体標示が有効であることが分かった。 
 
２．研究の目的 

立体路面文字標示は、通常の標示よりも可読しやすいという定性的な評価があるが、定量的な
評価は行われていない。そこで、本研究は信号なし横断歩道を対象として、高齢運転者に一時停
止を促すための立体路面文字標示の有効性を定量的に検証することを目的とする。 

 
３．研究の方法 

信号なし横断歩道に歩行者が待機する状況において、運転者に一時停止を促すための立体路
面文字標示の設置位置について研究を行った。「歩行者優先」の文字を対象として、被験者は高
齢者と若者の２群とし、以下の実験を行った。 
 
(1)現行の路面標示と立体文字標示の種類別に運転者視点による可読距離の実測実験 
 現行の路面標示は通常の文字サイズ（一文字の幅 800mm、高さ 2400mm）の縦配置とし、立体文
字標示は、同等の面積（一文字の幅 400mm、高さ 4800mm）の横配置とした。実験サンプルは大型
プリンターで不織布に印刷し敷設時にアスファルトと同化するようグレーの地色とした。被験
者は車いすで実験サンプルに近づき、可読出来た位置（サンプルまでの距離）を記録した（図 1）。 

  

図 1 路面標示サンプルと可読距離 

 
(2)立体路面文字標示の出現タイミングと一時停止意欲の関係 
 立体路面文字標示の設置位置と数、カラー舗装を変数とした道路空間をＣＧで製作し、ドライ
ビングシミュレータを用いて、停止意欲の評価実験を行った（図 2）。 

  

図 2 ドライビングシミュレータ実験の概要 

 
(3)横断歩道直前での立体路面文字標示の有無における横断待機者に対する運転者の注視挙動 
 横断歩道直前に路面標示がある場合と無い場合の道路空間ＣＧを用いて、視線追跡機能付き
ヘッドマウントディスプレイ FOVE EYE TRACKING VRを装着して、道路を走行してもらい、視線
軌跡を記録した（図 3）。 



 

図 3 視線追跡機能付きヘッドマウントディスプレイ実験の概要 

 
(4)実物の立体路面文字標示による運転者の一時停止意欲の評価 

大学構内に実物の立体路面文字標示を施工し、構内を走行する運転者に対して一時停止意欲
のアンケート調査を実施した（図 4）。 

 

図 4 構内に敷設した立体路面標示 

 

４．研究成果 
以下に各実験で得られた成果を示す。高齢者群と若者群の評価において、有意な差が見られな

かったため、両群の評価を統合して研究結果をとりまとめた。 
(1)現行の路面標示と立体文字標示の種類別に運転者視点による可読距離の実測実験 
「歩行者優先」では、立体文字標示の可読距離は 39m であり、現行標示の 23m より 16m も大き

い結果であった。現行標示の１文字目「歩」は立体路面文字標示より 12 m 遠方に配置されてい
るものの、それを差し引いても立体路面文字標示の方が可読性に優れていることを確認できた。 
 
(2)立体路面文字標示の出現タイミングと一時停止意欲の関係 

ドライビングシミュレータを用いた印象評価実験を行った。その結果、路面標示の設置数は数
に比例して停止意欲の評価が高まり、設置位置は中間の評価が高く、カラー舗装は面積が広いほ
ど評価が高まる傾向を把握できた。 
 
(3)横断歩道直前での立体路面文字標示の有無における横断待機者に対する運転者の注視挙動 

視線追跡機能付きヘッドマウントディスプレイを用いて検証した。歩行者への注視を高める
ためには、立体路面文字標示は横断歩道から離して設置するのが望ましいことが分かった。 
 
(4)実物の立体路面文字標示による運転者の一時停止意欲の評価 

立体路面文字標示は読みやすく、止まる意欲が高く、邪魔にならないことを明らかにした。 
 

以上 
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